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【出席率】          会員６５名中５１名  

  【先々週の出席率】     ９５．０８％ 
 【ゲスト】       ２５６０地区国際奉仕委員長  野澤正信様（新潟北ＲＣ）  
 【ヴィター】      三条東ＲＣより 野嵜久雄君 
             三 条ＲＣより 五十嵐昭一君  斎藤弘文君  

【先週のメークアップ】 ２／ ７ 三条北ＲＣへ   佐々木常行君  滝口恵介君  
２／１２ 米山奨学セミナー（新潟）へ    西巻克郎君    

        
                                       

 
佐藤 栄祐 会長 

 
  ええ、ご挨拶を申し上げます。 

節分寒波以来、雪の日が続きまして、とうとう津南の方では４

メートルを越えてしまいました。今夜は、これ等雪害に対しての

我々ロータリーの対処のあり方について集まりがございます。

色々と話合ってみたいと考えております。 
世の中暗い事だらけの昨今にありまして、誠に明るい喜ばしい

事が！！  
秋篠宮紀子様のご懐妊でございます。期せずして、今年の歌会始

めにはご夫婦してコウノトリを題材に選ばれ歌われたそうであ

ります。皇太子様の方にはコウノトリは降りてこなかった様であ

ります。何でも改革で、突っ走る小泉さんもストップがかかった

ようで、コウノトリはケッコウナトリであります。 
白楽天の詩の一部に『喧々たる歌哭死生なかばす』とあります。正に此の週はそれであります。我がクラブ

のメンバーではございませんが、馬場内科の院長が亡くなられました。ご専門外だったのでしょうか、患者の

病気は解っても、ご自分のことはつい軽く考えてしまわれたのでしょうか、残念でなりません。 
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話変りまして、冬季オリンピックが始まりました。イタリアはトリノであります。ご存知、トリノは１９世紀 

イタリアが統一されました時の主都でありました。現在、人口９０万のイタリア第４の都市だそうであります。 
ちょうど１０年前になりますが、ロータリー海外研修の旅でイタリアに参りました。その折の感動が忘れられず 
今日に至っております。何とか、いま一度訪れてみたく思っております。そんなイタリアを、アメリカ映画を観 
ますと、イタリア人をやけに軽蔑したシーンを観ることがあります。イタ公とか言って・・・。 
その本当の意味は理解できずにおりますが。 
まとまらない話になってしまいました。この辺でご勘弁の程。 

 
 

委委嘱嘱状状伝伝達達  
中條ガバナー年度（２００６～０７年度） 

 

          

地区クラブ奉仕委員会

　クラブ活性化小委員会 委　 員 星 野 健 司 君

副委員長 天 田 匡 君

　オン・ツー・ソルトレイクシティ広報委員会

 
 

幹  事  報  告   船久保 孝志 幹事 
  

●例会時の駐車場についてのお願い 
 ＊お車はテニスコート脇の駐車場へ 

   例会日における駐車場使用につきましては、テニスコート脇（薬店裏）の駐車場をご利用願います。 

  本店構内を使われますと窓口においでになられたお客様に大変ご迷惑をおかけすることになります。 

  ご協力よろしくお願い致します。  
  
           
                                  

         

        
 
 
 
 
 

～２月１３日 ￥２１，０００ 今年度累計￥７７３，０００～    

 新潟北・野澤君  本日は卓話にお招きいただき大変有難うございます。 
 三条東・野嵜君  初めて出席させていただきます。東ＲＣより参りました野嵜久雄です。８月の認証式を 
          目指して、池田会長以下頑張っております。今後とも宜しくお願いします。 

佐藤（栄）君   地区国際奉仕委員長、野澤正信様 ご苦労様です。よろしくお願い申し上げます。 
コップ一杯の水で失格とは！！ 

船久保君     地区国際奉仕委員長、野澤正信様 卓話宜しくお願い致します。 
 安達君      「世界理解月間」です。野澤地区国際奉仕委員長にはご無理をお願い致しました。よろ 

しくお願い致します。 
 滝口君       １１、１２日と東京は大変良い天気でゴルフを楽しんできました。今日もまた、良い天 

気で自分は晴れ男かな？！ 
長谷川君    ○歓迎 原山新会員のご入会を歓迎して、宜しくお願い致します。 

○“鍋奉行”の句が特選に選ばれました。モデルは本日のヴィジター斎藤弘文氏（三条Ｒ 
Ｃ）です。 

西巻君      米山奨学委員長セミナーに出席して来ました。ＢＯＸに協力。 
渡邉（久）君   連休は愛知県渥美半島に出かけ、一足早い春を味わって来ました。 
田中（久）君   本日は都合により早退させていただきます。 
大原君、岡村君、佐藤（秀）夫君、田代君、田中（悌）君、永桶君 

      ＢＯＸに協力致します。 
天田君      初めてのＢＯＸ担当です。ご協力有難うございました。 



 
 
 
 
   

「世界理解月間に寄せて」               ２５６０地区国際奉仕委員長 
野 澤 正 信 様（新潟北ＲＣ） 

 
  二月は「世界理解月間」でもあり、国際奉仕の観点から感じた点

をお話させて頂きます。最初に、国際奉仕委員会の現状からお話さ

せて頂きます。 
以前は国際奉仕委員会のもとに、小委員会として位置づけられてい

た世界社会奉仕、友情交換、そして青少年交換の三委員会が、横山

年度より国際奉仕委員会と青少年交換委員会という二つの独立し

た委員会構成となり、国際奉仕委員会が友情交換と世界社会奉仕の

二つを担当することになりました。 
その結果国際奉仕と言えば、今迄は青少年交換の比率が高く、友情

交換や世界社会奉仕活動は低調で、今後の国際奉仕活動を見直すよ

い機会だったと思っています。 
０５～０６神成年度、世界社会奉仕（ＷＣＳ）活動の活発化を願っていますが、残念ながら低調と言わざるを

得ません。 
世界社会奉仕（ＷＣＳ）は「希望の静かなる革命」と呼ばれ 

援助を必要とする誰かに手を差し伸べ 
他国のクラブと関係を築き 
遠く離れた土地の風習や文化に接する ことが出来る素晴らしいプログラムであると述べております。 

前年度地区内のアンケート結果から、世界社会奉仕活動（ＷＣＳ）を実行計画しているクラブは、５６クラブ中

１４、姉妹クラブは１６クラブで、ともに１／３にも満たない低調さです。 
原因としては、情報量の不足、語学の壁、活動経験の不足、取り組み意欲の低下等が考えられます。 
日本経済はすでに世界経済に組み込まれていて、世界の出来事に無関心でいることが出来ません。私たちロータ

リアンも、世界に視野を広げて奉仕の機会を探すべきだと思います。 
パソコンのウェッブサイト上では求む援助がたくさんあり、世界社会奉仕（ＷＣＳ）の取り組みにむけた知識を

得るには身近な情報サイトですが、プロジェクトの中身の精査、パートナーとしての信頼関係の構築等を、如何

に築くかが世界社会奉仕（ＷＣＳ）を成功させる秘訣ではないかと思います。 
最初は、知識ならびに経験豊富なクラブに助言を求め、経験を積むことによって最善のコミュニケーションの方

法を学ぶことが出来、最初の一歩を踏み出すことが出来ると思います。 
昨年、国内はもとより地球規模で自然災害が多く発生しました。 

特にアメリカ南部を襲ったハリーン｢カトリーナ｣の被害に対し国際奉仕委員会として迅速に対応し、地区ロータ

リアンの皆様から多大なるご支援を頂いたことに、誠に感謝申し上げます。 
お蔭様で総額 2,048,677 円の多額の援助を頂くことが出来ました。 
また、これに続くパキスタン北部地震におきましても 1,000,890 円の援助を頂くことが出来ました。 
ロータリーは寄付団体ではありませんが、何か奉仕の役に立ちたいというロータリアン各自の暖かい心に触れた

ような気がしております。 
貴クラブからも多額なご支援を頂き、大変有難うございました。 

一昨年新潟県で発生した、三条地域での洪水被害や中越地震等、県内でも大規模な自然災害が発生し、国内は

もとより、海外からも多くの支援を頂いております。 
中越地震に際しては、地区内ロータリーはもちろん国、内外のロータリアンから多大な支援が行われたことは、

記憶に新しいところです。 
こうした経緯を踏まえて思うことは、被災者を支援するという奉仕の精神は、ロータリーの真髄ではないかと思

っております。 
今回、そういう意味で、ハリケーン災害や、パキスタン地震での支援は、ロータリーの精神に沿った、「超我の奉

仕」の実行であり、国際社会奉仕（ＷＣＳ）の活動ではなかったかとか感じております。 
ロータリー活動は、知恵と行動と資金をうまくかみ合わせれば、それぞれのクラブに合った奉仕活動が出来る

のではないかと思っております。 
なにはともあれ、奉仕の実践を呼びかけたことに、ロータリアンが答えてくれたこと、そして目が世界に向けら

れ関心が高まったことで世界理解が深まったのではないかと感じております。 
 
 



 
            
   
 
 
 
 
 
 

 
                                 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
 
【線画に戻る】 

   

 
 

この方は どなたでしょうか？ この方にお聞きしました。 

Ｑ１ あなたの年齢は何歳ですか Ａ：４４歳

Ｑ２ あなたの趣味は何ですか　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：野菜作り、カメラ、パソコン

Ｑ３ もし若くなれるなら何歳位になりたいですか　　 Ａ：２０歳

Ｑ４ その年になれたらどんな職業についていると思いますか Ａ：農業

Ｑ５ 一つだけ望みが叶うなら何を望みますか　　　　　　 Ａ：宝くじを当てたい

Ｑ６ 思い出に残るロータリーでの出来事はありますか Ａ：特になし

Ｑ７ その他お話したいことはありますか　　　　　　　　 　Ａ：特になし  
 

どなたかおわかりになりましたか？  

答えは 会員ギャラリー 「見て見て見て／フォトギャラリー」にあります。 

また、プリント週報は次週週報に答えを掲載いたします。  

          


